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特別 講演

2002年５月20日（月）・第５回通常総会特別講演（東京・虎ノ門パストラル）

講師・演題

若月三喜雄：「日本の金融は大丈夫か？」
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社団法人
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デミーの使命日本工学アカ

社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学

技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導

的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と

する。

：
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1）国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、提言活動を積極的に行う。

2）国内外における学際・業際的及び新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3）国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対･する

普及、啓発活動を推進する。

4）上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの

連携を強化し、共同事業等を推進する。

f亭霊獣

5）上記の一環として国際工学アカデミー連合の主要メンバーの一員として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドバイザーとしての責務を果たす。
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日本の金融は大丈夫か？
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'1933年９月生まれ
,'1956年３月東京大学法学部卒業
'1956年４月日本銀行入行

'1973年６月同際通貨基金(理事代理)へ転出
'1976年９月日本銀行外同局総務課長

日本銀行松111支店便､外凶局次長､営業局次長を経て’
'1982年12月日本銀行ニューヨーク駐在参事

'1984年11月同行調査統計局長

'1985年９月同行名古屋支店長
1987年１月同行総務局長

1989年５月同行理事大阪支店擬嘱託

1993年７月㈱日本総合研究所理事健

2000年６月---2002年６月

同社特別顧問

若 月三喜雄 (わかつきみきお）

司会（山田郁夫専務理事）それでは、定刻の

４時でございますので、特別講演を始めさせてい

ただきます。最初に、講師のご紹介を中原副会長

にお願いしたいと思います。よろしくお願いいた

します。

中原恒雄副会長それでは、本日の講師、若）j三

喜雄さんのご紹介をさせていただきます。

日本総合研究所の若月さんは、経済や金融情勢

の論説を新聞やテレビでたびたびなさっておられ

ますので、もう既にご存じの方も多いかと存じま

す。実は、永野前会長をはじめ大勢の方々から、

今年の総会では、工学とはちょっと違う分野なん

ですけれども、金融の話を聞きたいというご希望

がございました。たまたま私は、Ｈ本総合研究所

の非常勤の公務を現在務めさせていただいており

ますという人脈から、若月さんにお願いいたしま

したところ、快くお引き受けいただいた次第でご

ざいます。このような経緯から、簡単にご略歴を

ご紹介させていただきたいと思います。

若月さんは、昭和８年、東京都のご出身でござ

いまして、昭和31年３月に東京大学法学部をご卒

業になり、同年４月に日本銀行に入行されました。

48年６ﾉjに、ＩＭＦの理事代理に転出されまして、

昭和51年９月、日本銀行の外国局総務課長を皮切

りにさまざまな要職を兼ねられました。昭和57年

12月には、ニューヨークの駐在参事、そして、５９

年11月、調査統計局長、名古屋支店長、総務局長、

それから、測邸、大阪支店長等を歴任され、平成

２年、国際関係統括の理事をやられまして、株式

会社日本総合研究所の理事長にご就任になったわ

けであります。そして、１２年６月からは、同社の

特別顧問をしていらっしゃいますが、そのほか多

くの公職をやっておられます。例えば、内閣府の

物価安定政策会議の委員、それから、経済同友会、

経済諮問委員会の委員、国際商業会議所の経済諮

問委員会の委員等々でございます。

それでは、若』l様、よろしくお願いします。

若月三喜雄ただいま、大変御懇篤なご紹介を賜

わりました若月でございます。本日は、日本工竿

アカデミー総会にお招きいただきまして、大変光

栄に存じておるところでございます。

<はじめに〉

きょう、私が事務局からいただきました表題は、

「Ｒ本の金融は大丈夫か」ということです。ずっ

と長いこと金融に携わっておりました者にとりま

しては、ちょっと残念なタイトルでありますが

(笑)、それだけＨ本の金融に対する信用がなく
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なってきているんだなということを実感したわけ

であります。

確かにこのところ、金融の不安、信用喪失につ

いてのブラックジョークといいますか、いろいろ

ありますね。これも皆さんよ<お聞き及びと思い

ますが、このごろはどうも銀行が危ないというの

で、銀行からお金をおろして、地下の貸し金庫に

その現金を入れるという人が非常に多くなってい

るとかいう話です。ある銀行の窓口に大口預金を

している人が来まして、たくさんの預金をおろす

というので窓口がびっくりして、「こんな大金ど

うするんですか。危ないでしょう。うちの銀行は

絶対大丈夫ですから、どうぞ預金として置いてお

いてください」と言いますと、その男の人が、し

ばらく疑わしげに窓1-1の人を見て、やおら「それ

なら、担保はあるか」と言ったというんですね。

（笑）こういうブラックジョークが出るわけであ

りますから、ほんとうに残念なことです。それで

は、日本の金融は一体どうなっているのかという

ことをお話し申し上げたいと思います。

<日本の銀行の実力〉

まず、レジュメにそいますと、日本の銀行の実

力というのは一体どうなんだということでありま

すが、日本の銀行は、国際的には大変大きいです

ね。最近では、日本の都銀がどんどん合併して、

いわゆる四大銀行ということになりました。この

四大銀行の資金量､あるいは資産規模でみますと、

これは世界で屈指の大きさです。昨年の統計によ

りますと、世界の、例えばトップ10の銀行の預金

量の大きさを見ますと、１番大きいのがみずほ銀

行です。それから、２番目が三井住友銀行。そし

て、３番目がシテイバンクです。４番目がドイチ

ェバンク、５番目がUFJ銀行等々ということで、

上位10行をとりますと、４行が日本の銀行です。

それから、２行がアメリカの銀行。シティとＪ,P・

モルガン・チェイスという銀行があります。それ

から、あと、ドイツの銀行が２つ入っております

が、スイスの銀行とイギリスの銀行が１行ずつ。

こういうことで、世界の大銀行の中で、日本の銀

行預金量は大変大きいということであります。

ところが、実力といいますか、内容ということ

２

になりますと、ちょっとさみしいわけです。よく

銀行の実力を評価するものとして株式の時価総

額、その銀行の株から見た全体の価値がどうかと

言いますと､一番大きいのはシティバンクですね。

正式にはシテイコープグループといいますが、こ

れを100としますと、日本で一番時価総額が大き

いのが東京三菱ですが､１７ぐらいです。それから、

三井住友が12ぐらい。みずほが８ですから、時価

総額で見ますと、シテイバンクのちょうど12分の

１ぐらいで、図体は非常に大きいのですが、マー

ケットの評価は非常に低いということになりま

す。

それから、収益ですけれども、日本の銀行は、

ずっとこのところ赤字ですから、ランキングにも

入らないということで、これまた非常に残念なこ

とであります。それから、格付機関による評価と

いうのがありますが、日本の銀行の格付けがどう

かといいますと、８０年代の終わりから90年ごろに

かけましては、トップクラスの評価でした。世界

でも最も強い銀行ということで、ほんとうに胸を

張って歩ける状況だったわけですが、そのころを

見ますと、アメリカのトップクラスの銀行を大体

４段階ぐらい格付けで引き離していました。

８０年代の終わりから90年代の初めにかけまして

は、アメリカでは銀行危機というものがありまし

た。日本でよく知られておりますのがセービング

ス。アンド・ローン、いわゆる貯蓄銀行（S&L）

危機ということで、たくさんの中小規模の銀行が

倒産しました。この危機はよく知られております

が、実はアメリカの大銀行も大変危ない状況だっ

たわけです。それで、８９～90年には、バンク・オ

ブ。アメリカ、当時、世界最大の資金量の銀行で

すけれども、これが危ないと言われて、実は日本

の銀行がシンジケートを組んで、この銀行債を

買ってあげて助けたんですね。

それから、シテイバンクも、やはりラテンアメ

リカへの貸付の焦げつきとか、あるいは、不動産

金融で失敗ということで、これも危なかった。そ

れで､当時の頭取のジョン・リードが､ニューヨー

ク連銀に駆け込み、助けてくれないかと言いまし

たら断られてしまう。自分で再建することがだめ

なら、もうつぶすしかないと言われて、頭取は必

'毒翰
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死になって何をやったかといいますと、サウジア

ラビアへ行って、サウジアラビアの王様から50億

ドルの金融支援を受けて立ち直る。今や堂々たる

銀行になって世界をリードするという格好です

が、そんなわけで、当時のアメリカの銀行の評価

はひどかった。今はちょうど評価が逆転しており

まして、アメリカの銀行に比べて、日本の銀行は、

４段階以上格付けが低くなっております。

１－１本の銀行で、国際的にまあまあの評価を得て

おりますのは、実は農林中金だけです。だから、

海外でいろいろな制約なく資金を調達したり、信

用を受けるというのは、実は農林中金しかない。

東京三菱も、先般、格付けが下がってしまいまし

て、Ａ格というのをすべってしまったという状

況であります。

もちろん、日本の銀行も、地方の銀行には非常

に優良な銀行があります。大銀行よりずっと格付

けが上な、例えば静岡銀行というのは土地バブル

に全く関係なかった、堅実な銀行ということで知

られているわけで、日本の銀行でも最も評価の高

い銀行でありますが、ここは、国際業務を手広く

やっておらず、海外に支店を持っておりませんか

ら、ちょっと別格であります。

ですから、日本の銀行は非常に図体が大きいけ

れども実力が伴っていないとみられ、海外からや

や軽く見られるようになって来ている｡最近では、

海外のメディア、あるいは国際機関等々で、もっ

と厳しいことを言っておりまして､日本の銀行は、

ああいうバランスシートを公表しているけれど

も、それより実態はうんと悪いんじゃないかと

言っております。フイナンシャル。タイムスとか、

ロンドン・エコノミスト誌など一部のイギリスの

新聞は特に厳しいのですが、日本の銀行はテクニ

カリーにインソルベントだと、要するに技術的に

は破産状態ではないかというようなことを書くん

ですね。法的には倒産ではないけれども、実質的

には債務超過だというようなことを新聞が書く。

あるいは、囚際機関などは、日本の金融システム

が世界の金融システムの混乱を招く原因になるか

もしれないという、非常に厳しい評価を下すよう

になっているわけであります。

<苦境の原因〉

なぜこんなことになったかというのは､皆さん、

いろいろお聞き及びのことでしょうが、ごく簡単

に振り返ってみたいと思います。

日本の銀行は、先ほど言いましたように、９０年

ぐらいまでは枇界で圧倒的に強かったのです。日

本の銀行というのは、ある意味では非常に能率が

よかった。銀行員一人当たりの預金量が圧倒的に

尚いんですね。それで、何をやったかといいます

と、薄利多売をやったわけです。たくさん預金を

集めて、一人当たりの預金量が多いですから、そ

れを低いマージンでどんどん貸す。要するに、量

で勝負するという商売をやってきた。

ところが、こういうふうに量で勝負するやり方

に対して、海外から非常な不満が出ました。なぜ

かといいますと、海外では、銀行の商売をやると

きは、例えば貸し出しをするときは一定の資本を

必ず持てという規制がある。資本を厚く持たない

銀行は危ないからだめだという規制があるわけで

す。ところが、日本は、割とこれが緩いのです。

ですから、低い資本で預金をたくさん集めて量を

多く貸すというのが日本の銀行の特徴だったの

で、こうしたやり方で海外でもどんどん進出する

ということで、海外の銀行が日本と競争できない

と悲鳴を上げたわけです。それで、海外の銀行、

特にアメリカとイギリスの銀行が中心になりまし

て、規制、競争条件を同じくしようと、ＢＩＳ自己

資本比率規制というのを考え始めました。

もう一つ、この規制導入の背景になりましたの

は、ちょうど80年代には、いろいろな国際的な金

融の混乱が生じたためです。例えば、もうご記憶

ないかもしれませんが、ＢＣＣＩというバーレーン

の銀行が国際的な監督や規制の目をくぐって、詐

欺に近いような商売をして、これが国際的に銀行

や預金者に損をもたらした。こういう無責任な銀

行があると、金融というのは、みんなつながって

いて、一つが倒れると連鎖するというリスクがあ

りますから、それを防ぐには、やはり銀行の資本

を厚くしないといけないという声が強まりまし

た。このように国際的に競争条件を同じくしよう

ということと、リスクに対して備えを厚くしよう

EAJInfOrmationNo､110／2002年７月３



増資ができると思ったら、株価の大幅下落ででき

なくなった。さらに持っている土地と株がどんど

ん値下がりするということで、含み益が減ってし

まう。すっかり状況が変わってしまったというこ

とであります。

それで、いわゆるパランスシート問題というこ

とが出て来ました。銀行が、土地、建設、不動産

に貸したものが値下がりして、倒産とか、返せな

いという話になる。そうすると、銀行のバランス

シートの資産サイドはどんと落ちるわけです。と

ころが､銀行の負債サイドの預金は目減りしない。

だから、バランスシートが合わないわけです。一

方は全然目減りしないが、他方はどかんと落ちる

ということで、それは何で埋めるかというと、自

己資本が減ってしまうことになり、これが銀行を

非常に大きく苦しめる。バブルの後のつけが来た

というのが､このバランスシート問題であります。

それが銀行の苦境の基本的な背景でありますけ

れども、このバランスシート問題のほかに、いろ

いろな要素がさらに加わったわけです。それは、

一つは、９０年代に入りまして、世界経済における

グローバリゼーションの進展、冷戦の終結という

ことで大競争時代に入ります。これは皆さんご承

知のとおりでありますが、そうなりますと、８０年

代までは世界的にインフレ傾向だったものが、９０

年代になると、これが逆、デイスインフレの時代

になります。特に通貨の強い国、１１本とかスイス

とかドイツは、通貨がどんどん強くなるものです

から、デイスインフレに加えて、デフレになって

しまう。そうしますと、この不良資産の問題がだ

んだん重くなってしまうわけです。土地が上がら

なくなってしまうと担保価値も下がり、資産は更

に不良化する。今までは、土地を持っていれば必

ず上がる。あるいは一時的に下がっても、いずれ

必ず上がるという土地信仰があったわけですが、

このメガコンペテイションや、自由化、ポーダー

レスの時代では、日本に工場を持たなくても安い

海外に行けるという話になります。日本の土地は

上がらなくなってしまう。

ところが、当時の政策当局も銀行も、土地は下

がるけれど、二、三年たてば戻るだろうから、あ

んまり一通に不良資産の処理をしないほうがいい

ということで、銀行の資本を厚くさせようという

ことなったわけです。これがＢＩＳ(国際決済銀行）

が音頭をとるという形で自己資本比率規制という

ものが導入された背景です。これはどういうこと

かといいますと、銀行が100を貸し出しするとき

には、少なくとも、８の自己資本を持ちなさいと

いうもので、８％がＢＩＳ自己資本比率というも

のです。ですから、貸し出しをどんどん伸ばすた

めには資本か要るわけです。貸し出しを200伸ば

すのならミニマム16の資本を持ちなさいというこ

とになるわけであります。

先程言いましたように、日本の銀行は国際的に

も薄利多売をやっていましたから、これは結局、

日本の銀行をターゲットにした規制と言ってもい

いのですが、それが嫌ならこの国で営業しないで

くれということになりますから、規制には従わざ

るを得ない。なぜそんな日本に不利な規制を受け

入れたのだという批判もありますけれども、これ

は競争条件を同じくしろという圧力があって、や

むを得なかったのです。

それで、日本の銀行は、これからは量でなくて

質で勝負しようという決心をしたのですが、ちょ

うどそのころ、Ｆ１本はバブル経済の時期に入って

くる。そうすると、日本の銀行は、自己資本規制

といったって、大したことないと軽く考えてし

まった。なぜかというと、株式のブームですから、

幾らでも増資ができる。それに、自分の持ってい

る株式、土地がどんどん値上がりしますと、含み

益が出ますが、その含み益の45％は自己資本に入

れていいという取り決めがある。これはＨ本側が

主張したものです。株や土地がブームだから、資

本は幾らでもある。もし必要ならば、いつでも増

資できるというので、日本の銀行は結局また量に

走ったわけです。それで、建設、不動産等々にど

んどん貸し出しをする。その上、さらに住宅金融

会社というような子会社を通じて、貸し出しをす

る。そうすると、また土地が上がりますから、さ

らにまた、含み益が増えて貸し出しする力が増え

るということだったわけです。

ところが、バブルがはじけますと、銀行は三重

苦に陥ってしまう。三重苦というのは、一つは、

貸したものが不良資産になってしまう。それから、
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と考えた。また必ず戻るんだから、まあ、二、三

年我慢して先のばしをすることにした。大蔵省も

銀行局は、ある程度、銀行の不良債権処理をきち

んとしたらどうかと言うのですが、主税局のほう

が、あまり一遍に不良資産を処理すると税収が落

ちるじゃないか。まあ、ゆっくり行こうじゃない

かという態度でした。これが、いわゆるグラジュ

アリズムとか、あるいは先送り主義といわれるも

のです。これは、当時の日本の、今から見れば思

い上がりでもありますし、日本経済は本来強いの

だから、二、三年すれば景気はもとに戻ってくる

し、地価もまた戻るというおごりがあったわけで

す。ところが､ご承知のように､土地はその後ずっ

と下がり続ける。むしろ、持っていれば持ってい

るほど、先送りすればするほど値下がりが厳しく

なって、銀行にとっては苦しいという状況になっ

たわけであります。

もう一つ、これらのほかに、さらに、問題を甘

く見たことがあります。このバブルがはじけた後

に景気が悪くなりますと､何をやったかというと、

財政を拡大して公共投資をどんどん増やしたわけ

ですね。だから、バブルがはじけた後、ほかの産

業は大体リストラをやって人減らしをしています

が、建設業だけはどんどん雇用が増えた。一種の

雇用対策を、公共事業でやったわけです。政府が

どんどん公共事業をやりますから、銀行の建設会

社に対する貸し出しは、この間、むしろ増えまし

た。今になって財政悪化によって、公共事業はこ

資料１１３年９月期における不良債権等の状況

－－－－

都銀・長信銀。信託

地銀・第二地銀

全国銀行計

金融再生法開示債権
一一一一一一一二一一一一一一一

１３年９月末１３年３月末

2０．０

１３．６

３３．６

2２．５

1４．２

3６．８

れ以上増えないということになると、いくつかの

建設会社が行き詰まって、この不良資産問題がさ

らに厳しくなる。

ですから､バブル期に非常に増えた貸し出しは、

その後、次第に減ってきていますが、特に、金融

会社、住宅金融会社等々を通じて貸した金は、ほ

とんどゼロになってきていますけれども、政府の

施策もあって減らなかったのが建設、不動産向け

ということで、問題が長く残っているのでありま

す。

<不良債権の重圧〉

日本の銀行の抱えている問題は、今申し上げた

バランスシート問題が中心になるわけですが、何

と申しましても、不良資産の重圧というのが銀行

の抱えている一番大きな問題であります。お手元

に配りました資料１をごらんいただきますと､今、

一体不良資産というのは幾らぐらいあるんだとい

うことが示されています｡これは金融庁の調べで、

金融再生法開示債権とリスク管理債権という二つ

が書いてありますけれども、これはちょっと定義

が違っているものの、大体同じものだと思ってく

ださって結構です。金融再生法に基づく債務者の

状況に重点を置いて訓べたものと、銀行法に基づ

いて調べたリスク管理債権ということで、定義が

若干違いますが、要するに、昨年の９月末、これ

が今一番新しい、発表された数字であります。全

国銀行合計で見ますと、片方は36兆8,000億円。

【塁ﾕｲ行・非円】(単位･兆円〕

リスク管理債権 個別貸倒引当金

１３年３月末 １３年９月末 ’１３年３月末 １３年９月末

1９．３ 2１．８ 3.9 ３．８

1３．２ 1３．９ ３．３ 3.3

3２．５ 3５．７ 7.2 7.1

(漁）１破綻公表済の金融機関を除く。

２．金融再生法開示憤椛は、破産更生債権及びこれに準ずる債権空危険債権､要管理債穂の合計。

出典：金融庁
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もう一つのリスク管理債権のほうは35兆7,000億

円。大体36兆円というのが不良債権の総額と言え

るかと思います。その中で、大手銀行が約22兆円

の不良債権を持っているということであります。

ところが、この半年、景気が悪いものですから、

またさらに増えて、大手銀行でこれより大体５，

６兆円ぐらい増えている。片方で処理もしていま

すから、最終的には25兆円ぐらいになりますか、

もうすぐ発表になると思いますけれども、大手銀

行で27兆円ぐらいの不良債権というのが、平成１３

年度末の数字だろうと思います。

ただ、問題は、こうした金融庁が発表している

数字を、マーケットや海外の人が信用しないとい

うことです。実態は、もっともっと多いんじゃな

いかと疑いの日で見ている。事実、景気がこれだ

け悪いと、やっぱり次々に倒産がある。あるいは、

株が下がる、土地が下がる。そうすると、担保の

価値が下がるために不良債権になってしまう。金

利が払えないから不良債権になる、というケース

があるわけでありまして､市場や海外の人たちは、

そういうことも考えに入れて、実際は100兆円以

上はあるんじゃないかとか、なかには、150兆円

まであるんじゃないかと言うようになっておりま

す。国際通貨基金なども、Ｉ|本側の数字を十分信

用しないので､今度､実際にサーベイランスといっ

て調べに来ることになっている。調べに来るとい

うのはちょっときついのですが、いろいろ日本側

の話を聞きに来るということを言っております。

ですから、日本の金融は大丈夫かという中で、

基礎になるデータに信用がないということが、一

番頭の痛いところであります。この間、昨年の後

半に、金融庁が特別検査というのをやりました。

特別検査というのは、結局、海外や市場から、あ

の数字はおかしいんじゃないかという声が強く

なって来た。例えば、株が100円を割っているよ

うな企業、それがまだ正常債権だと言っているの

はほんとうかなという声が、マーケットから出て

くる。そしてまた、ぐあいの悪いことに、マイカ

ルというのが倒産するわけですね。マイカルは、

それまでは正常債権になっていた（昨年には要注

意債権とされた)。正常債権だといいながら、突

如、倒産するじゃないかと、こういうことで、結

６

局、金融庁も、そういうマーケットの圧力に押さ

れて特別検査をするわけであります。147の、株

価が100円を割っているような企業について、実

態は一体どういうことになっているんだという検

査をして、例えば、銀行側が正常債権だというの

は、ほんとうは正常じゃなくて、不良債権に入れ

たほうがいいんじゃないかという判定をするな

ど、これを厳しくチェックしたわけです。いずれ

にしても基礎になる数字がもうひとつ信用がない

というのが問題であります。

それから、不良債権問題というのは、過去６，

７年いわれ続けていることであります。この間不

良債権の問題は峠を越えたという宣言が何回も

あったことを皆様ご記憶かもしれませんが、峠を

越えるとまた山があるということで、終結宣言も

また、なかなか信用されないということでありま

す。資料２をごらんいただきますと、不良債権処

分損というのがありまして、例えば、峠を越えた

という平成９年度は、約13兆3,000億円という大

幅な処理をして、これでもう大丈夫と言ったんで

すけれども、その次の年もまた出てきたので、今

度は、更に前年を上回る13兆6,000億円を処理し

て、これで大丈夫と言ったんです。その後も、大

体､年６兆円から７兆円ぐらいをやってきている。

平成４年度以降の累計額でみますと、１２年度末ま

でに71兆8,000億円、あるいは昨年の９月末まで

をとりますと74兆7,000億円の不良債権を処理し

ています。

しかし、それでもなおリスク管理債権（不良債

権）の、残高が35兆7,000億円残っているという

ことでありまして、片方で、処理するそばから増

えてくる。これはさっき言いましたように、景気

が悪いとか、土地が下がる、株が下がるというた

めに不良債権化してしまうということでありま

す。

それで、７５兆円処理をしたんですが、この間の

銀行のもうけは約45兆円です。銀行が金利、貸し

出し等で稼いだもうけ、これは業務純益といいま

すが、稼ぎは45兆円ですから、７５兆円を処理する

のに､とても45兆円の稼ぎでは足りないわけです。

残り30兆円は、今まで銀行が営々として蓄積して

きた蓄えから吐き出した。それで、７５兆円を処理

仮恩，、
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資料２不良債権処分損の推移（全国銀行）
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１６年度以前は、都銀、長信銀、信託の主要行のみの計数。なお、７年度以降の（）内の計数は都鐙屡長信銀･信託のみの計数。
2.9年度以降は、北海道拓殖、徳陽シティ、京都共栄、なにわ、福徳、みどりの各行を含まず、１０年度以降には、国民、幸福、東京相和の各行を含まず、１１年度以降には、なみはや銀行、新潟中央銀行
を含まず、１３年度中間期には、石川鐘行を含まない。なお、日本長期信用銀行(現新生銀行)は10年度に含まれず、日本債券信用銀行(現あおぞら銀行)は、１０，１１年度に含まれない。
３.貸倒引当金は、個別貸倒引当金の他、一般貸倒引当金等を含む。
４.リスク管理債権の金雲については、７～8年度は破綻先債権、延滞債権、金利減免等債権の合計額であり、６年度以前は破綻先債権、延滞債権の合計額としている。
５.バルクセールによる売却損等は、バルクセールによる売却損、子会社等に対する支援損等。

ａ不良債権処分摸の｢その他｣は債権売却撞失引当金（ＣＣＰＣに売却した債権の将来見込まれる漫失への引当金)､特定債務者支援引当金(子会社等へ支援を予定している場合における当該支援損
への引当金への繰入額)等を表す。

出展：金融庁

(〉主）

4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 １１年度 12年度
１３年度

中間期

不良債権処分揖

貸倒引当金繰入額

直接償却等

戸 一一一一一

鯨
その他

貸出金償却

共同債権買取機構への売却損

バルクセールによる売却損等

4年度以降の累計

直接償却等の累計

リスク管理債権残高

貸倒引当金残高 3６，９８３ 4５，４６８ 5５，３６４ 1３２，９３０

(103i450）

１２３m３４０

(93β80）

1７８，１５０

(136.010）

147,970

(92,580）

１２２，３００

(76,780）

１１５，５５０

(69,390）

１１５，６４０

(69,070）

1６，３９８

9，４４９

4，２３５

2,044

3８，７２２

1１，４６１

2０，９００

2，３５４

５２‘３２２

1４，０２１

28,085

７，０６０

133,692

(１１０‘669）

７０‘８７３

(55,758）

5９，８０２

(54,901）

1７，２１３

(15,676）

7７，６３４

(62,099）

34‘４７３

(25m342）

43’1５８

(36,756）

9，７３０

(8,495）

1３２，５８３

(108,188）

8４，０２５

(65,522）

3９，９２７

(35,005）

8,506

(7,912）

１３６‘3０９

(104‘403）

8１，１８１

(54,901）

47,093

(42,677）

23,772

(22,549）

69,44.1

(53‘975）

２５ｺ３１３

(１３‘388）

3８，６４６

(36,094）

1８，８０７

(17,335〉

６１‘０７６

(42,898）

2７，３１９

(i3,706）

3０，７１７

(26,500）

２５‘２０２

(22,014）

2９，５５３

(20,456）

１４，９１２

(8,754）

1３，２１８

(10,593）

１１，９８８

(9582）

2，１９１

０

1８，５４６

０

2，７１４ 6‘３６１ 1０，２１６

１６‘３９８ 5５，１２０ 1０７，４４２ ２４１，１３冬

(218‘111）

３１８，７６８

(280,210）

4５１．３５１

(388,398）

5８７，６６０

(492,801）

４，２３５

1２７，７４６

２５’１３５

1３５，７５９

5３，２２０

1２５，４６２

１１３重0２２

(108,121）

285‘０４３

(218,682）

１５６陽１８０

(144,877）

２１７鰯８９０

(164,406）

１９６‘１０７

(179,882）

2９７，５８０

(219,780）

2４３，２００

(222,559）

2９６，２７０

(202,500）

２８１，８４６

(258,653）

303』６６０

(197,720）

３１２，５６３

〈285‘153）

3２５，１５０

<192,810）

３２５，７８１

(295,746）

３５６，７３０

(217,540）

2１，０２５ 2５．２６１

(21,316）

１１，３３０

(9,710）

１０‘４３４

(9‘206）

3‘５９０

(3,385）

2，７８３

(2,718）

1，６３０

(1,560）

5６５

(526）

０ 17,328

(17,909）

２２‘０９８

(18,551）

２０‘９８７

(17,887）

1９，７３１

(16,743）

1７，０５６

(16,041〉

3,886

(2,926）

6６５

<485）

3，０１７

(10）

３

(1)

8１６３１

(7,661）

8，０３５

(6,825）

5，４８２１

(4493)’

６５７‘1０１

(546,776）

3，０４０

(2,691）

７１８，１７７

(589,674）

1，４２３

(1‘108）

7４７，７３０

(610,130）
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したわけですが、まだまだ及ばない、こういう状

況になっております。

あと、新聞報道の段階ですが、１３年度全体では

大手行だけで、さらに７兆1,000億円の処分をす

るといわれております。この年、おそらく、大手

銀行は、稼ぎが約４兆円ですから、差引さらに３

兆円ばかりの体力消耗ということになるわけで

す。

うことですから、この折れ線グラフで見ますと、

93年以降、ずっとマイナスという状況になってい

るわけです。ただでさえ利ざやが低い上に、不良

債権の処理のコストが加わるということで、日本

の銀行は全くもうからない格好になります。

そのほか、日本の銀行がなぜもうからないかと

いうと、基本的にはオーバーバンキング、即ち銀

行が多過ぎるということが言われます。そのほか

に、日本の銀行が非常にハンディキャップを負っ

ておりますのが､公的金融機関の存在であります。

日本では、預金と貸し出し両面で公的金融機関の

ウエートが極めて大きいのです。

預金のほうでは、郵便貯金があります。郵便貯

金は、今みたいに銀行は危ないといわれると、国

の信用をバックにして、便利で安全、安心な郵便

貯金をどうぞと言われると、民間金融機関は競争

がなかなかできなくなります。しかも、金利は民

間とほぼ同じということであります｡その上､サー

ビスは郵便局のネットワークによって全国的だと

いうことになります。

郵便貯金の残高は、全国で240兆円あります。

240兆円というのは、例えば東京三菱銀行の預金

総額が20兆円ですから、ものすごく大きいわけで

<低い収益力〉

もう一つ、日本の銀行の問題は、非常にもうけ

が低いわけです。さっき薄利多売と言いましたけ

れども、最近では、その薄利もなかなか稼げない

という状況であります。資料３をごらんいただき

ますと、上のほうの棒グラフが、貸出利ざやで、

大体１％から２％ぐらいの利ざやがあるわけで

す。そして、その下のグレーになっているのが経

費であります。ですから、本来ならば、この差額

がもうけになるわけですが､日本の銀行の場合は、

さらにその下の黒いところであります実現信用コ

スト、要するに不良債権の処理コストが加わる。

貸し出しで、この不良債権の処理コストを割って

やるという別なコストがさらにかかってくるとい

‘‘毒、

資料３邦銀の貸出利鞘の推移

(％）銀行勘定ベース

０
０
０
０
０
０
０
０

■
。
■
■
●
●
■
－

３
２
１
０
１
２
３
４

△
△
△
△

…
驚
凱

顔室論

貸出利鞘’f一

蝕
銚
熱
測
鎮

班
‐
剥
矧
圏
ノ
ノ
ノ

ー
Ｉ

令
．
‐
‐
・
跳
詮
．
．
一

一
ｌ

々
購
難
蕊
・
壱
一

一
Ｉ令

蕊
稽
驚
一

一
Ｉ令

驚
鱗
蟻
潤
一

傘
驚
蕊
鴬
一

蕊
鍵
駕
諜
皇

０
－惑

灘
驚
峰
蕊
｛

》
・
窪
熱
蕊
誇
壁
零
》
篭
一

一
Ｉ

錫
驚
爵
蕊
騨
竺
一

喫
熱
隣
賊
鞘
蹴
蛎
迩

暑
慰

羅
錨
錦
毒
塞
錘
塞
識
室

経雷率２鶴
驚
一
蝋

貸出利鞘（経費・実現信用コスト勘案後）

ｰ

実現信用コストご
t一

出展：日本銀行

８２８３８４８５８６８７８８８９９０９１９２９３９４９５９６９７９８９９００（年度】

(注）１．貸出利鞘＝貸出利回り（国内）一資金調達利率（国内くスワップ支払利息控除後＞）

２．業務部門別の経費率は利用可能ではないため、国内業務部門の経費率〈経費／資金

運用平残）で代用。

３．貸出金平残に対する不良債権処理額（貸出金償却等）の比率を実現ベースの信用コ

ストという意味で「実現信用コスト」と呼ぶ〈貸倒率から算出される予想損失という

意味の「信用コスト」とは異なる)。

８
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す。全部の銀行を集めた預金が大体530兆円です

から、全銀行の預金の半分ぐらいを郵便貯金で

持っている。しかも、国の信用をバックにして、

全国ネットワークで非常に便利だとなると、これ

は銀行にとってはなかなか大変なわけです。

他方、貸し出しサイドをみると、いわゆる政府

系金融機関というのがあります。住宅金融公庫や

中小金融公庫、あるいは政策投資銀行や、海外協

力銀行ですが、これらの機関が今、ｕ本の貸し出

し残高の大体２割ぐらいを占めております。公的

金融機関は、政府から資金に加えて利子補給金な

ど、いろいろな補助を受けている。それで、安い

金利で貸すわけですね。これは、戦後の沿革から

考えますと、政策的に支援しなければならない部

門があったことは事実でありますから、十分な役

割がありました。例えば、住宅などは、一般の銀

行がなかなか住宅金融をやらないものですから、

政府系機関が個人に対し安い金利で貸してやると

いうことは意味があったのですが、そういう時代

は終わってしまったわけです。それで、小泉さん

のように、民間のできることは民間にまかせよう

という時代になってきて、事実、民間でできるわ

けであります。

ところが、政府系金融機関のほうは、相変わら

ず補助金をもらって安い金利で貸すということに

なりますと、なかなか民間のほうが競争できない

だけではなくて、もうちょっと金利を上げたくて

も上げられないという状況になるわけでして、や

はり公的金融機関のなかで、もう役割を終えたも

のは見直さなければならないという問題がありま

す。

<資本、体力の不足〉

それから、Ｈ本の銀行の抱える問題として、資

本､体力が非常に衰えていることがあげられます。

さっき言いましたバランスシート問題で、どんど

ん含み益を食いつぶして不良債権の処理をしてい

るという而があるわけですが、そのためなかなか

自己資本を充実できない。今、もちろん、株式市

場で銀行が増資しようとしても、新株を買う人が

いないわけですから増資ができない。それで、代

わりに一種の借金である劣後債を出すわけです。

株でなくて、一種の借金をして、それが自己資本

とみなされるという規定を利用して資本増強を

やっているわけであります。この劣後債の買い手

が海外の自分の関連の子会社だったり、あるいは

生命保険会社だったりすることが多いわけです

ね。ところが、これは実は問題でありまして、買

い手の生命保険会社も、必ずしも健全でないとこ

ろもある。そういうところが銀行に金を貸す。他

方で、銀行がまた、逆に一部生保を増資や貸付で

助けている。だから、何となくもたれ合って、必

ずしも健全でないところが危ないところを助けて

も､全体でよくならないという面があるわけです。

ところで、先ほどお話ししました自己資本規制

というのは、貸し出しの少なくとも８％相当の自

己資本を保有することを義務づけるものですが、

この８％というのは、海外で店を展開してやる、

海外で業務をやっている銀行に対するものです。

他方、国内だけでやっている銀行はこの比率が

４％でいいということになっています｡資料４（次

頁）をごらんいただきますと、Ｆ|本の銀行の自己

資本はどんな格好になっているのかがわかりま

す。１３年３月末時点では一応、１１．０３％あるので、

ミニマムである８％は悠々クリアしているわけで

あります｡もちろん８％ぎりぎりでなく、大体10％

ぐらいが、実際上のミニマムだろうと言われてい

るのですが、１１％ありますから、まず及第と言え

ないでもない。しかし、その内訳を見ますと、劣

後債などの負債性資本訓達が4.68％となってい

る。これをTiernといいます。本来の純粋な資

本というのは､資本金､剰余金などで､これをＴｉｅｒ

ｌといいますが、そのTierlも、実は２同にわ

たって公的資本が５兆円入っております。それか

ら、繰延税金資産効果というのがありますが、こ

れは税効果ともいうのですが､税金を前払いして、

いずれ損が出たときに、これが返ってくるという

ことで、この一部を資本に入れることが認められ

ていますから、これもやや、やりくり算段の自己

資本ということであります。

そうしますと、公的資本と、繰延税金資産を除

きました裸の実力というのは、6.34％のTierl

から1.34％と1.28％をリ|いた、3.72％ということ

になる。実は８％にはほど遠いというのが、ほん
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資料４国際統一基準行の自己資本比率の比較（10／９月末→13／３月末）
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出展：日本銀行

斗一１
0.02％（０．１兆円）

ほの株をたくさん持っていまして、このみずほの

株が大きく下がりまして、その評価が黒字を食っ

てしまうということであります。銀行にとりまし

ても、持っている取引先の株価が下がってしまう

と評価損が出る。昨年一年間の大手銀行の評価損

は、大体１兆3,000億円ですから、株を持つとい

うことが、今、銀行の収益を非常に不安定なもの

にする。昔と違って、時価評価会計によって、株

価次第で評価損が出て、それが収益、自己資本に

轡いてくるという問題が出てきているわけであり

ます。

とうの姿になってしまう。それで、例えば日銀総

裁などが、日本の銀行はあまりにも過少資本だか

ら、公的資本を入れるべきだとを言うわけであり

ます。要するに、日本の銀行は、資本の力も相当

衰えている上に、過去の蓄積をどんどん吐き出し

てきているわけですから、体力が非常に衰えてい

るというところが問題になるわけであります。

もう一つ、これに関係しまして、日本の銀行の

収益や体力を不安定にしている問題があります。

日本の銀行は、取引先の株式をたくさん持ってい

ます。これは、取引先も銀行の株を持つという持

ち合い関係です。かつては株の持ち合いは銀行に

とっても､企業にとってもプラスだったわけです。

銀行と株を持ち合っていますと、いわゆる乗っ取

りがない。安定株主になるということで、お互い

に持ち合っているわけでありますが、株がどんど

ん下がってまいりますと、これがお互いに不平不

満のもとになってくる。企業サイドからいうと、

さる３月期は、銀行の株が大幅に下がって、これ

が決算を狂わせてしまう。例えば、新日繊はみず

１
１
言

(注）それぞれ対リスクアセットの比率。（）内は残高、

〈金融面のリスク〉

ZＯ

挿考

以上、日本の銀行の抱えている問題、実像、実

力についてI|Ｉし上げたわけでありますが、ここか

ら来る銀行､金融のリスクには二つあるわけです。

一つは、金融機関、銀行が直面するリスクと、そ

れから、銀行の問題から来る経済全体へのリスク

であります｡なかでも不良債権の存在というのが、

非常に大きな論争の種になるわけです。

負債性資本調達等

唇,戴調〕

資本金、剰余金等

■■■■▼■■■■■■

う ち公的資本←
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先ず銀行や、一部のエコノミスト、一部の政治

家などによれば、不良資産問題というのは、かつ

てのバブル時代の不良資産は大体処理したので、

今ある不良資産は、その後の景気の結果で、景気

が悪いから増えるのであって、景気悪化の原因

じゃないんだといいます。だから、不良資産の処

理を急げと言ったって無理で、景気をよくするこ

とが先決じゃないかと言うわけであります。

もう一つの主張は、いや、やっぱり不良資産が

景気の足を引っ張るんだというもので、これは、

特に海外の人たちの主張でもあります。特に、ア

メリカは、日本の景気がなかなか立ち直らないの

は､不良資産の処理をずっと遅らせているからだ、

不良資産問題が片づかないから景気が持ち上がら

ないんだと言うわけです。ですから、これは景気

悪化の結果ではなくて原因だということになりま

す。このように二つの見方があるわけですが、そ

れぞれ一理があります。確かに、景気が悪くなり

ますと不良資産が増えてしまう。これは、銀行に

とってはどうしようもない而もありますが、これ

は一種の悪循環になっていますから、どこかで断

ち切らなければなりません。そうしますと、不良

資産の処理を、とりあえずやることが景気回復に

つながると考えるべきでしょう。なぜかといいま

すと、結局、不良資産というのは、資源が効率的

に使われていないといいますか、動かないでいる

ことです。お金がずっと、要するにデッドになっ

ているわけですから、こういうデッドになったお

金を、もっと効率のいいところにlIIIさなければい

かんというのが、経済の基本なのでしょう。

ただ、それを一遍にやれば、景気がそれに耐え

られず落ち込んでしまうということがありますか

ら、おのずとバランスがあるわけでありますが、

やはり、不良資産の処理をしなければ、なかなか

前へ進めない。よく言われる例が、有楽町の前に

あったそごうです。そごうが、ほとんど金が返せ

なくなると、品揃えもなくて、有楽町の前は非常

に寂れた感じだった。ところが、そごうが倒産し

て、そのあとにビッグカメラができると、またあ

そこの街に活気が戻り、多くの客が入ってくる。

ですから、だめになったものを元気のあるものに

取りかえていくというのが、やはり基本ではない

かといわれます。経済全体も、このように活力の

なくなったものを退場させ、新しい力を登場させ

ていくという形で活性化していくことが必要なの

ではないかと思うのであります。

<低下する金融政策の効果〉

それから、不良資産がありますと、金融政策が

なかなか効かない。今、日本銀行はゼロ金利政策

だけではなくて、量の面でも15兆円ぐらいだぶだ

ぶに金融機関にお金を供給しているわけで、銀行

の間にはお金が余っている。ところが、銀行から

先の､民間の一般企業にはお金が行かないのです。

ですから、日銀が銀行に供給するベースマネーと

いいますか、経済全体に流通するお金のもとにな

るお金ですが、これは前年比３倍位増えています

が、マネーサプライ、即ち民間に出回るお金とい

うのは大体３％ぐらいの増加に止まっており、銀

行の貸し出しはマイナスになっています。

ですから、日銀から銀行に対して、信用増加の

もとになる金は､超だぶだぶに出ているのですが、

銀行は貸し出しを増やさない。貸し出しはマイナ

スになっている｡銀行は､一部は国債を買っていま

すから、国債を通じてお金が出回るためマネーサ

プライが３％ぐらいの増加に止まっている。この

ように日銀は超金融緩和策をとっているのに、経

済全体にお金があまり出回らないのは、銀行が信

用創造する機能がだめになってきているためで

す。

もちろん銀行に言わせれば、資金需要がないん

だということになります。企業は、今、こういう

デフレの世の中ですから、借金するのが一番ばか

だということで、どんどん返済をする。返済の余

裕のあるところは、借りないで返す一方だから、

借りたいというところは、余裕のないところか、

危なくて貸せないところということになります。

非常におかしな現象かもしれませんけれども、日

本銀行が､銀行界にはうんとお金を出すけれども、

民間では､資金のアベイラビリティといいますか、

お金が借りにくいという声がきかれるという状況

であります。やはり銀行がリスクをとる力を回復

しないと、なかなか金融政策も効かないというこ

とでありまして、今のように、銀行がこれ以上、
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不良資産が増えてはかなわないという守りの姿勢

に入っているときは、幾ら日銀が金を出しても効

かないということになります。

<金融不安、金融危機〉

それで、金融不安という話になりますが、近年

何回か大きな金融不安がありました。９７年に三洋

証券、拓銀、山一証券が倒産しました。それから、

98年には、’二I債銀、長銀が倒産しまして、金融シ

ステムが非常に危ないとみられました。これで政

府もようやく腰を上げて、３０兆円の資金を用意し

て金融不安防止のセーフテイーネットをつくった

わけであります。これで、金融システムの動揺は

一応落ち着いたのですが、ご承知のとおり、去年

の暮れから今年の初めにかけて「３月金融危機」

ということが言われました。

この金融危機説にはいろいろな要素があるので

すが、景気悪化で企業の大型倒産が多発するので

はないかと懸念されました。ダイエーがいよいよ

危なくなってきた、ゼネコンが危なくなってきた

などと取り沙汰されました。もしこういう大型倒

産があると、金融界がダメージを受けることにな

ります。あるいは、株価が大きく下がってきまし

たので、これによって含み損が増えて銀行の自己

資本がかなり打撃を受けるのではないか。もし自

己資本比率８％が守られなければ、銀行はパニッ

クになる。あるいは、ちょうどあのころペイオフ

解禁の話があって、銀行の預金が大移動するかも

しれない。そうすると、預金流出でだめになる銀

行もあるかもしれない。こうした様々な要因が取

り沙汰されて、それが３月危機ということになっ

たわけであります｡

結局３月危機は回避されましたが、その渦中で

行われたダイエーの処理は、これもいろいろ異論

があると思います。この処理をどうしたかという

と、今年の初めのような景気情勢では、大型倒産

はとてもできない。ダイエーの倒産だけでは済ま

ないわけです｡'二１本最大のリテール企業ですから、

連鎖倒産があって景気が底割れするかもしれない

と政府は恐れましたし、銀行は銀行で、大型倒産

によって返り血が来るのです。処理のためにお金

が要るわけですが、その余裕が乏しくなって来た

1２

ということで、政府・銀行両方とも、これは倒産

できないと、とりあえず、先送りしてしまうとい

う形になったわけです。

もちろん、債権放棄もしましたが、もっと大幅

な債権放棄をしてやるならば､評価するけれども、

あの程度では中途半端だというのがマーケットの

評価で、結局、これは、とりあえず問題を先送り

したに過ぎないとされてしまう。それでまた、銀

行の株が売られましたが、政府は空売り規制をし

て、これを止める。ちょうどその頃、景気が底を

打ってきたかなという見方が出て、いいタイミン

グだったものですから、株価も持ち直すというこ

とで、とりあえずは３月危機というのはうまく乗

り越えてしまったわけであります。

そこで、金融危機は再発するか、日本の金融は

大丈夫かという問いに対して、市場は問題を先送

りと考えていますから、ほんとうに、もう大丈夫

だとは言えないわけですね。とりあえず、一番か

ぎになります株価が、海外の景気もよくなってき

て、政府による日本の景気の底入れ宣言がありま

すから、このところ持ち直してきている。だんだ

ん１万2,000円に近づいてくるということで、こ

れは一番大きなカンフル剤といいますか、助けに

なっている。銀行にとって、株が上がれば含み益

が増えますから、不良資産の処理ができるという

こともありますし、一般の企業も、これで息をつ

くということであります。ですから、これからの

金融問題は、株価の動向と、景気の動向に大きく

左右されることになります。もしまた株価が危な

くなってくると、今度は９月危機という声が出て

くることになります。

それから、もう一つ、来年の３月にかけまして、

今までは普通預金、当座預金は除外でしたけれど

も、今度これがペイオフの対象になるということ

になると、また来年の３月接近とともに、預金の

移動の問題が出てくる。そのほか、一部の生命保

険会社等で、経営内容について懸念するうわさが

出て、この実態が非常に悪いとなると、やはり、

これも銀行にはね返るおそれがないわけではあり

ません。

そんなことを考えますと、とりあえず株がよく

なって、溌気がよくなるということで、愁眉を開
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いている格好でありますが、基本的な問題の解決

にはまだなっていないので、ここで手綱を緩めて

は実は困るわけであります。

<金融機関の再生と公的資金問題〉

時間がなくなりましたので、１１本の金融機関の

再生について手短に申し上げると思い切って不良

資産の処理をしなければいけない｡そのためには、

場合によっては公的資金を使わなければならな

い。公的資金を使うということがどういうことか

というと、銀行に公的資金を入れて、資本を増や

してやれという声がありますが、今の公的資金の

入れ方というと、実は、銀行に資金を貸してやる

だけになっているといってもよい。当面の資本を

増やすためのつなぎ融資ならば、いずれ返済しな

けばならない上に、配当もしなければいけない。

こういう時勢に、配当するぐらいの稼ぎをするの

は大変なので、今、曲がりなりにも１０％から11％

ぐらいの自己資本があるわけですから、つなぎに

貸してくれる金なら要らないと銀行側は思ってい

る。その上、公的資金の注入を受ける銀行の経営

責任を問うということになりますから､経営者は、

そんなものは入れてもらわないほうがいいという

ことになるわけです。

もう一つの公的資金の入れ方というのは、不良

資産の処理に白由に使っていいという形で、返済

は成功払いとする。そうなりますと、これは一種

の補助金になりますから、不良債権の処理は進み

ますが、なかなか納税者がうんと言わないだろう

ということになる。ですから、これは非常に難し

いので、不良資産処理促進のためだとして一種の

政治決断が要るのだと思います。

整理回収機構というのがあります。これは、不

良資産を買って、それを処理するという機構です

が、これも、政府は損をしたくないし、銀行も損

をしたくないということでうまく動かない。整理

回収機構が買う値段というのが安過ぎますと、売

る銀行は損をする。商過ぎますと、これは場合に

よっては、将来、損が出るということで、財務省

がいい顔をしない。従って、整理|ﾛl収機構という

のがなかなか機能しないのですが、ここへ来て、

思い切って整理回収機椛の買う値段を上げてやる

ということになりました。フェアマーケットバ

リューといいますか、ある程度、市価、時価に近

いもので買ってやるという方向が出てきています

ので、都市銀行が今年１兆円ぐらいの不良資産を

この機構に売ると言っています。これも一種の政

治決断で、どうせ補助金を出すなら、ある程度、

政治上の責任を負うけれども、不良資産の処理が

進んだほうがいいというふうに、思い切っていか

なければいけないだろうと思います。

<収益力向上と産業再生〉

以上、様々な問題を抱えているわけですが、基

本になるのは銀行が自分の力で利益を出していく

こと。これによって、不良債権の処理を進め、資

本を充実していくことでなければなりません。収

益力を高めるために銀行はかなりの合理化、リス

トラを進めており、大手銀行についていえばピー

ク時点に比べて経費は]2％、人員は29％、店舗数

は19％といずれも減少しています。しかし、問題

の大きさに比べればなおもう一.段の合理化努力が

求められますし、場合によっては更なる合併統合

が必要になるかもしれません。

それから「もうけるのは難しいが損をするのは

簡単」といわれるように、リスク管理を厳しくし

ていくことも大切ですし、リスクに見合った金利

設定、利ざや拡大もしていかなければならないで

しょう。より重要なことは、取引先企業がもうか

るようになることが大切で、取引先がもうからな

いで銀行だけが利益をあげるのは難しい。銀行も

企業を選別して企業再生へ支援する必要があり、

政府も産業再生に向けた施策を進めることが大切

です。

中期的な展望としては、銀行業は大変厳しい状

況になってきており、伝統的な預金・貸出業務で

はやっていけないとみられます。方向としては

①金融関連のサービスを総合的に行う金融サービ

ス産業化への脱皮②情報と技術とおカネを総合

したIＴ産業化、などが考えられるでしょう。

<おわりに〉

後半は駆け足になりまして、意が尽くせなかっ

たわけでありますが、大体、日本の銀行が抱えて
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いる問題をお察しいただけたかと思います。

「日本の金融は大丈夫か？」という質問に対し

ては、胸を張って大丈夫だというふうに答えられ

ないのは残念ですが、一生懸命努力していくほか

ない。場合によっては公的資金注入など政治の決

断というものが必要になる局面もあるかもしれま

せん｡ほんとうに神風が吹いて景気がよくなって、

株価も上昇するとなれば話は別ですが、銀行が

しっかりしなければならないのは当然ですが、企

業も頑張ってもらわねばならない。やはり企業の

再生というところに、もっと力を入れなければな

らないのだろうと思います。

長時間､ご清聴どうもありがとうございました。

(拍手）

Z４
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